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第１５章 

欧州放射線リスク委員会のメンバーと 

その研究や助言が本報告に貢献した諸個人 

 
次の諸個人が、2002年 11月 5日の時点における、ECRRの構成員、助言者、あ

るいは顧問である。このリストに加わっていることは、彼ら彼女らがこの報告書の内容

の全てについて承認していることを意味するものではないが、人類学的な被曝源からの

低レベル電離放射線被曝がもたらすリスクを、ICRPの体系においては著しく過小評価す
るようにモデル化されていることについては、一同一様に確信している。 
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